
――― 1819 ――― 大震災三〇年目の検証──能登半島地震を受けて

災害の複合化に備える特
集

　

１　

は
じ
め
に

　

昨
年
、日
本
の
防
災
対
策
の
あ
り
方
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
地
震
が
、能

登
半
島
で
起
き
た
。そ
の
能
登
半
島
地
震
は
、甚
大
な
被
害
と
引
き
換
え
に
、

日
本
の
震
災
対
策
の
弱
点
を
白
日
の
下
に
晒
し
た
。
三
〇
年
前
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
何
ら
進
化
し
て
い
な
い
厳
し
い
現
実
が
露
呈
し
、
大
震

災
か
ら
の
伝
承
や
復
興
の
あ
り
方
が
、
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
能
登
半
島
地
震
が
提
起
し
た
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
を
受
け
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
検
証
を
は
か
る
こ
と
の

重
要
性
を
指
摘
し
よ
う
。

　

２　

能
登
半
島
地
震
の
特
質
と
要
因

　

ま
ず
、
二
〇
二
四
年
の
一
月
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
と
そ
れ
が
提
起

し
た
問
題
点
に
触
れ
て
お
こ
う
。

災
害
の
複
合
化
に
備
え
る

（
１
）
地
震
の
特
質

　

地
震
は
、
能
登
半
島
先
端
部
の
深
さ
一
六
㎞
を
震
源
と
し
て
発
生
し
た
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
七
・
六
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
熊
本
地
震
の
七

・
三
を
上
回
る
。
阪
神
・
淡
路
の
何
倍
も
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
放
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
動
い
た
断
層
の
長
さ
は
一
五
〇
㎞
と
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
五
〇
㎞
を
遥
か
に
超
え
る
。
前
例
の
な
い
地
震
が
起
き
た
と
い
え
る
。

　

そ
の
地
震
の
顕
著
な
特
質
と
し
て
、
地
表
面
の
激
し
い
揺
れ
が
三
〇
秒

か
ら
一
分
と
長
く
続
い
た
こ
と
、
最
大
四
～
五
ｍ
の
激
し
い
地
盤
の
隆
起

を
伴
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
九
月
の
記
録
的
豪
雨
と
の
二
重
被
災
に
見
舞

わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

長
時
間
の
揺
れ
は
、共
振
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。屋

根
の
重
い
家
屋
は
、
振
り
切
れ
る
よ
う
に
倒
れ
込
ん
で
い
る
。
砂
状
の
地

盤
は
、
液
状
化
し
大
規
模
な
側
方
流
動
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

家
屋
の
倒
壊
率
は
阪
神
・
淡
路
を
上
回
り
、
液
状
化
の
発
生
件
数
は
熊
本

大
震
災
三
〇
年
目
の
検
証

―
―
能
登
半
島
地
震
を
受
け
て

二
〇
二
五
年
一
月
は
、
能
登
半
島
地
震
か
ら
一
年
、
そ
し
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
三
〇
年
に
あ
た
る
。

能
登
で
は
復
興
に
む
け
た
取
り
組
み
の
最
中
に
豪
雨
災
害
が
襲
い
、
一
年
を
振
り
返
れ
る
状
況
で
は
な
い
が
、

災
害
を
め
ぐ
っ
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
三
〇
年
と
い
う
歳
月
の
間
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
も
の
は
大
き
く
、

能
登
の
災
害
を
振
り
返
り
、
復
興
に
む
け
た
取
り
組
み
に
ど
う
生
か
す
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

神
戸
大
学
名
誉
教
授

室
崎
益
輝

む
ろ
さ
き
・
よ
し
て
る

一
九
六
七
年
京
都
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。
京
都
大
学
助
手
、
神
戸
大
学
工
学
部
助
教
授
、
同
大

学
工
学
部
教
授
を
経
て
、
九
七
年
よ
り
同
大
学
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
。
二
〇
〇
四
年
四
月
よ

り
独
立
行
政
法
人
消
防
研
究
所
理
事
長
、
二
〇
〇
六
年
四
月
よ
り
消
防
庁
消
防
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
。

二
〇
〇
八
年
四
月
よ
り
関
西
学
院
大
学
教
授
、
二
〇
一
七
年
四
月
よ
り
兵
庫
県
立
大
学
減
災
復
興
政
策

研
究
科
長
、
二
〇
二
二
年
四
月
よ
り
減
災
環
境
デ
ザ
イ
ン
室
顧
問
。
二
〇
〇
九
年
よ
り
二
〇
二
四
年
四

月
ま
で
石
川
県
災
害
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
務
め
る
。

を
上
回
っ
た
。

　

激
し
い
地
盤
の
隆
起
は
、
家
屋
の
倒
壊
だ
け
で
な
く
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

寸
断
、
さ
ら
に
は
大
火
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
道
路
が
各
所
で
破
壊
さ
れ
、

救
助
や
復
旧
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。
水
道
管
は
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ
、

生
活
再
建
を
苦
境
に
追
い
込
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
河
床
の
隆
起
で
川
の
水

が
な
く
な
り
、
輪
島
の
大
火
を
許
し
て
い
る
。

　

地
震
と
豪
雨
の
重
合
は
、
被
災
者
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
被
害
激
化
を

招
い
て
い
る
。地
震
か
ら
の
回
復
途
上
に
あ
っ
た
被
災
地
と
被
災
者
を
、再

び
奈
落
の
底
に
追
い
込
ん
で
い
る
。
追
い
打
ち
を
か
け
た
豪
雨
が
、
地
震

か
ら
の
復
旧
を
振
り
出
し
に
戻
し
、
地
震
で
の
傷
口
を
さ
ら
に
広
げ
て
い

る
。
復
興
へ
の
一
縷
の
希
望
を
も
打
ち
砕
い
て
い
る
。

（
２
）
被
災
の
特
質

　

奥
能
登
の
珠
洲
、
輪
島
、
七
尾
、
能
登
、
穴
水
、
志
賀
の
三
市
三
町
の

被
害
は
、
一
一
月
二
六
日
現
在
で
、
死
者
・
行
方
不
明
が
四
五
九
人
（
関

連
死
二
二
九
人
を
含
む
）、被
災
建
物
が
約
四
万
九
〇
〇
〇
棟
（
全
半
壊
約

二
万
一
〇
〇
〇
棟
を
含
む
）
と
な
っ
て
い
る
。
死
者
数
と
関
連
死
者
数
は

熊
本
を
上
回
る
。
棟
数
あ
た
り
の
全
半
壊
率
は
、
阪
神
・
淡
路
を
遥
か
に

上
回
る
。
被
災
密
度
が
前
例
の
な
い
ほ
ど
に
高
い
。

　

こ
の
被
災
の
特
質
は
、
激
甚
性
、
多
様
性
、
複
合
性
、
長
期
性
に
あ
る
。

激
甚
性
で
は
、
被
災
者
一
人
ひ
と
り
の
苦
し
み
や
悲
し
み
が
限
り
な
く
大

き
い
。
三
市
三
町
の
世
帯
数
あ
た
り
の
被
災
率
を
見
る
と
約
七
割
と
高
く
、

輪
島
と
珠
洲
の
被
災
住
戸
あ
た
り
の
全
半
壊
率
を
見
る
と
約
六
割
と
高
い
。

ほ
ぼ
す
べ
て
の
人
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。

　

多
様
性
で
は
、多
様
な
加
害
に
よ
り
多
様
な
被
災
が
現
出
し
て
い
る
。地

面
の
揺
れ
、
津
波
の
襲
来
、
山
腹
の
崩
壊
、
岩
石
の
落
下
、
河
道
の
閉
塞
、

市
街
地
の
火
災
な
ど
が
、
生
命
、
生
活
、
生
業
、
生
態
系
を
こ
と
ご
と
く
破

壊
し
て
い
る
。
自
然
や
文
化
の
破
壊
、景
観
や
産
業
の
破
壊
、地
域
経
済
の

破
壊
が
深
刻
で
あ
る
。
心
理
的
ダ
メ
ー
ジ
も
前
例
の
な
い
ほ
ど
に
大
き
い
。

　

複
合
性
で
は
、
被
害
の
連
鎖
が
間
接
被
害
の
拡
大
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

家
屋
の
被
災
が
人
口
流
出
を
生
み
、
人
口
流
出
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊

を
呼
ぶ
と
い
っ
た
形
で
、
被
災
が
複
合
し
拡
散
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
崩
壊
や
地
域
経
済
の
衰
退
が
深
刻
で
あ
る
。
関
連
死
に
も
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
。

　

長
期
性
で
は
、
復
旧
や
復
興
が
著
し
く
遅
れ
て
い
る
。
住
宅
再
建
の
テ

ン
ポ
は
、
阪
神
・
淡
路
の
二
倍
遅
い
。
倒
壊
家
屋
の
解
体
作
業
が
遅
々
と

し
て
進
ま
な
い
、
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
が
大
幅
に
遅
れ
る
と
い
っ
た
こ

と
で
、
多
く
の
人
が
被
災
地
外
で
の
仮
住
ま
い
や
壊
れ
た
家
屋
の
中
で
の

退
避
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。


